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み
な
さ
ん
の
ご
支
援
で
市
議
6
期
目
を
つ
と
め
て
い
ま
す
。

「
提
案
し
、
共
同
し
、
行
動
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

市
民
が
主
役
の
京
都
市
政
実
現
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
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し
た
と
い
う
。

一
夜
明
け
て
、
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、

事
務
所
と
相
談
し
て
選
挙
の
宣
伝
車
の
運
行
を

止
め
、
夕
方
は
街
頭
で
募
金
の
訴
え
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

継
続
は
力
、経
済
団
体
を

訪
問
し
て
懇
談 

（
6
月
）

�

日
本
共
産
党
が
市
会
経
済
総
務
委
員
会
の
委

員
長
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
て
4
年
目
。
4
年

前
か
ら
、
委
員
長
就
任
の
挨
拶
を
兼
ね
て
、
市

内
の
経
済
団
体
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

4
年
目
と
も
な
る
と
、
先
方
も
「
今
年
も
来

ら
れ
ま
し
た
ね
」

と
立
ち
話
で
は
な

く
、
応
接
室
に
招

き
入
れ
て
い
た
だ

き
懇
談
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

3
月
の
大
震

災
に
よ
る
影
響

は
、
観
光
業
界
で
は
風
評
被
害
に
よ
る
外
国
観

光
客
の
減
少
、
工
業
関
係
は
販
売
先
が
東
北
に

集
中
し
て
お
り
大
打
撃
な
ど
、
リ
ア
ル
な
現
状

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
報
告
会
を

待
っ
て
い
た 

（
6
月
）

�

選
挙
を
終
え
て
「
議
員
が
議
会
で
何
を
や
っ

て
い
る
の
か
見
え
な
い
。
議
会
報
告
活
動
を
や
っ

て
い
こ
う
」
と
の
声
が
多
く
出
さ
れ
、
府
市
政

報
告
会
を
開
く
こ
と
に
。

府
も
市
も
5
月
議
会
が
開
か
れ
た
ば
か
り
。

私
は
新
し
い
議
会
構
成
の
特
徴
を
紹
介
。
29
年
続

け
て
副
議
長
か
ら

共
産
党
を
排
除
し

て
い
る
実
態
や
、

震
災
と
原
発
事
故

に
対
す
る
市
長
の

認
識
の
甘
さ
、
市

長
選
挙
で
の
市
政

刷
新
の
決
意
な
ど

を
述
べ
ま
し
た
。

議
員
定
数
削
減
の
提
案
に

反
対
討
論 

（
1
月
）

�

議
員
定
数
削
減
の
提
案
に
対
し
、
反
対
討
論

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

私
は
「
や
み
く
も
な
議
員
定
数
の
削
減
は
、

憲
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
地
方
議
会
の
位
置
づ

け
と
役
割
の
理
念
に
反
す
る
」「
議
会
の
存
在
意

義
と
役
割
を
発
揮
す
る
に
は
一
定
の
議
員
数
が

必
要
」「
一
票
の
格
差
を
是
正
す
る
と
い
う
な
ら

増
員
に
よ
る
是
正
も
含
め
て
検
討
す
べ
き
で
あ

り
、
定
数
削
減
の
理
由
に
整
合
性
と
正
当
性
が

な
い
」
の
3
点
を
指
摘
し
、
国
勢
調
査
に
も
と

づ
い
て
十
分
な
時
間
を
か
け
て
慎
重
に
議
論
を

す
る
こ
と
を
求
め
て
、
反
対
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
発
生
、

た
だ
ち
に
救
援
募
金
の
訴
え

（
3
月
）

�

あ
ま
り
に
も
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
。
大
津
波

の
テ
レ
ビ
映
像
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
し
た
。

陸
前
高
田
は
市
全
体
が
壊
滅
状
態
だ
と
い
う
。

津
波
で
海
岸
に
何
百
も
の
遺
体
が
打
ち
上
げ
ら

れ
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
確
認

は
ま
だ
。

し
か
も
、も
っ

と
も
心
配
さ
れ

て
い
た
原
発
が

爆
発
し
、
燃
料

の
一
部
が
溶
融ご支援ありがとうございました。今回の選挙は震災

復興と被災者の生活支援が国民的課題としておこなわ
れる中での選挙となりました。
私は、①復興と生活再建に国と自治体が全力をあげ

ること、②原発の総点検と福島原発事故の処理、③福
祉と防災のまちづくり、人の命を守る行政の前進、④
オール与党の議会の改革、を訴えました。
公約と政策実現にひきつづきがんばる決意です。

●6期目のスタート
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0
1
1
年
の
活
動
と
実
績

　

2
0
1
1
年
は
、
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
や
、
自
分
自
身
の
6
期
目
と
な
る
再
選
な

ど
、
私
の
議
員
生
活
の
中
で
も
大
き
な
節
目
の
年
に
な
り
ま
し
た
。

道理のない定数削減の提案に反対討論
（1月31日）

1時間足らずで2万6千円もの募金が
集まりました（3月12日）

党の震災復興提言や市会本会議資料などを
手渡しました（6月8日）

参加者から「これからもこういう報告会を」
の声が出されました（6月10日）

浜田府議、玉本市議、新井前府議と
いっしょにバンザイ
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2
0
1
2
年
の
活
動
と
実
績

に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
た
の
で
す
。

A
B
C
テ
レ
ビ
が
特
集
を
組
み
、
コ
メ
ン
ト

を
求
め
る
取
材
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
「
薪
を

被
災
地
に
返
す
の
は
愚
の
愚
策
。
そ
の
上
で
、

京
都
市
の
焼
却
施
設
で
現
在
処
理
し
て
い
る
以

上
の
放
射
能
濃
度
を
超
え
る
も
の
は
焼
却
す
る

な
ん
て
あ
り
得
な
い
。
混
乱
さ
せ
た
市
長
の
責

任
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

原
発
再
稼
働
反
対
・
原
発
ゼ
ロ

を
求
め
て
政
府
交
渉 

（
7
月
）

7
月
16
日
に
東
京
で
開
か
れ
た
17
万
人
の「
さ

よ
な
ら
原
発
集
会
」。
翌
17
日
に
は
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
の
み
な
さ
ん
と
原

発
政
府
交
渉
に
参
加

し
ま
し
た
。
さ
よ
な

ら
集
会
で
示
さ
れ
た
、

大
飯
原
発
再
稼
働
の

撤
回
・
中
止
、
原
発

ゼ
ロ
の
日
本
へ
の
政

治
決
断
を
求
め
る
国

民
の
世
論
は
、
も
う

止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

経
産
省
の
担
当
者
は
、「
大
飯
原
発
の
安
全
性

基
準
は
、
関
電
の
提
出
し
た
資
料
に
基
づ
い
て

確
認
し
、
判
断
し
た
」
と
述
べ
、
さ
ら
な
る
安

全
性
や
老
朽
原
発
の
廃
炉
に
つ
い
て
は
「
新
た

に
つ
く
る
規
制
委
員
会
が
専
門
的
な
知
見
を
示

し
て
判
断
す
る
」
と
繰
り
返
す
の
み
。
全
く
話

に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
ま
さ
に
「
規
制
委

員
会
と
い
う
新
た
な
安
全
神
話
」
で
す
。

被
爆
2
世
・
3
世
の
会

立
ち
上
げ
に
参
加 

（
7
月
）

広
島
・
長
崎
の
被
爆
か
ら
67
年
が
経
過
。
被

爆
者
の
高
齢
化
が
す
す
み
、
被
爆
と
被
爆
体
験

の
継
承
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
2
世
や
3

世
の
心
や
身
体
、
暮

ら
し
の
不
安
も
広
が

り
、
つ
な
が
り
を
求

め
る
声
も
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
7
月
に

有
志
が
集
ま
り
、
準
備
を
進
め
て
、
結
成
の
集

い
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
も
呼
び
か

け
人
の
1
人
で
会
の
世
話
人
と
な
り
ま
し
た
。

井
上
哲
士
参
議
院
議
員
も
2
世
で
す
。
現
在
会

員
は
35
名
、
ま
だ
未
加
入
の
み
な
さ
ん
へ
加
入

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

京（
み
や
こ
）プ
ラ
ン
に

異
議
あ
り 

（
9
月
）

3
月
に
、
門
川
市
長
が
策
定
し
た
「
京
（
み

や
こ
）
プ
ラ
ン
」
実
施
計
画

─
生
活
破
壊
・

自
治
体
破
壊
の
計
画
に
、「
京
プ
ラ
ン
に
異
議
あ

り
! 

市
民
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
に
は
2
2
0
人
が
参
加
。
各
団
体
か
ら
、

生
活
破
壊

の
告
発
と
切

実
な
要
求
・

怒
り
の
声
が

だ
さ
れ
ま
し

た
。

消
費
税
増
税
ス
ト
ッ
プ
の

先
頭
に 

（
4
月
）

時
お
り
の
雨
と
強
い
風
の
中
、
円
山
公
園
音

楽
堂
を
会
場
に
、「
許
す
な
消
費
税
の
大
増
税
。

『
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
』
反
対
!
」
の
府

民
集
会
が
開
か
れ
、
2
0
0
0
人
が
参
加
。
私

も
同
僚
議
員
や
地
域
の
み
な
さ
ん
と
参
加
し
ま

し
た
。

斎
藤
貴
男
さ
ん
の
記
念
講
演
と
、
各
団
体
か

ら
の
リ
レ
ー
ス
ピ
ー
チ
、「
消
費
税
増
税
反
対
」

の
一
点
で
の
共
同
を
大
き
く
広
げ
、
消
費
税
増

税
法
案
を
廃
案
に
し
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

被
災
地
が
れ
き
処
理
問
題
で

テ
レ
ビ
出
演 

（
5
月
）

2
0
1
2
年
の
夏
、
五
山
の
送
り
火
を
め
ぐ
っ

て
京
都
は
大
き
く
揺
れ
ま
し
た
。

震
災
犠
牲
者
の
鎮
魂
と
復
興
支
援
へ
の
祈
り

を
込
め
て
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
松
で
作
っ

た
薪
を
燃
や
そ
う
と
計
画
。
途
中
で
門
川
市
長

が
強
引
に
持
ち
込
ま

せ
よ
う
と
し
て
二
転

三
転
し
た
結
果
、
薪

か
ら
1
1
3
0
ベ
ク

レ
ル
も
の
放
射
性
物

質
が
検
出
さ
れ
、
計

画
は
中
止
に
な
り
、

被
災
地
の
み
な
さ
ん

　

2
0
1
2
年
は
、
東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
ガ
レ
キ
の
処
理
問
題
や
、
原
発
再
稼
働
反
対
・
原
発

ゼ
ロ
を
求
め
る
運
動
が
大
き
く
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
の
総
選
挙
で
は
民
主
党
政
権
へ
の

失
望
か
ら
、
自
民
党
が
政
権
与
党
に
復
帰
し
ま
し
た
。

集会後は、市役所までデモ行進して
アピールしました（4月22日）

5月21日の番組で放映されました
私が市会議員団を代表して
報告をおこないました（9月13日）

政府交渉（7月17日）

被爆2世・3世の会立ち上げに参加（7月）
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通
算
19
回
目
の
市
会
本
会
議

代
表
質
問 

（
2
月
）

通
算
19
回
目
と
な
る
代
表
質
問
。

デ
フ
レ
不
況
の
脱
却
に
は
「
国
民
所
得
の
引

き
上
げ
、
労
働
者
の
賃
上
げ
が
必
要
と
の
認
識

は
あ
る
か
」
と
の
質
問
に
、
市
長
は
「
景
気
の

好
循
環
に
は
、
雇
用
の
創
出
と
所
得
の
増
加
が

必
要
」
と
答
弁
。
ま
た
、
国
に
よ
る
地
方
交
付

税
と
公
務
員
給
与
の
削
減
に
反
対
す
る
よ
う
求
め

た
質
問
に
は
、「
削
減
は
、
地
方
交
付
税
の
主
旨

を
損
な
う
」
と
市
長
は
見
解
を
表
明
し
ま
し
た
。

う
れ
し
い
話
を
一
つ
。
私
の
質
問
を
聞
い
て
議

員
団
室
を
訪
れ
た
方
が
、「
初
め
て
代
表
質
問
を

聞
き
ま
し
た
。

自
民
党
は
な
ぜ

あ
ん
な
に
市
長

を
も
ち
あ
げ
る

の
か
。
そ
れ
と

比
べ
て
、
あ
な

た
の
質
問
は
緊

張
感
が
あ
っ
て

よ
か
っ
た
」
と
。

市
議
会
の
た
び
に

市
政
報
告 

（
4
月
）

4
月
15
日
、
北
区
の
府
市
政
報
告
会
を
開
き
、

20
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

浜
田
府
議
は
、
予
算
の
特
徴
や
従
軍
慰
安
婦

意
見
書
、
X
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
建
設
反
対
の
運

動
な
ど
を
報
告
。

私
と
玉
本
市
会
議
員
で
、
2
月
市
会
報
告
の

新
聞
全
面
広
告
と
「
終
え
て
談
話
」
を
活
用
し
、

値
上
げ
予
算
に
対
す
る
議
員
団
の
論
戦
、
市
民

の
た
た
か
い
と

成
果
を
紹
介
、

「
京
（
み
や
こ
）

プ
ラ
ン
」
実
施

計
画
の
問
題

点
を
報
告
し

ま
し
た
。

台
風
18
号
被
害
対
策
で

第
2
次
申
し
入
れ 
（
9
月
）

日
本
共
産
党
京
都
府
委
員
会
と
市
会
議
員
団

合
同
で
、
9
月
24
日
、
京
都
市
に
対
し
「
台
風

18
号
に
よ
る
大
雨
の
被
害
者
支
援
と
被
災
対
策

に
つ
い
て
」
第
2
次
の
申
し
入
れ
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

9
月
17
日
に
お
こ
な
っ
た
第
1
次
の
申
し
入

れ
に
続
く
も
の
で
、
藤
原
危
機
管
理
監
は
「
京

都
府
と
相
談
し
、

市
独
自
の
上
乗
せ

を
検
討
。
9
月
市

会
に
緊
急
補
正

予
算
を
提
出
す

る
」
と
答
弁
。
年

末
ま
で
に
2
回
の

補
正
予
算
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

年
始
の
仕
事
初
め
に

キ
ン
カ
ン
行
動 

（
1
月
）

2
0
1
3
年
最
初
と
な
る
、
金
曜
日
の
関
電

前
行
動
（
キ
ン
カ
ン
行
動
）。
気
温
も
ず
い
ぶ
ん

下
が
り
寒
い
中
、「
再
稼
働
反
対
!　

大
飯
を
止

め
ろ
!　

原
発
な
く
て
も
電
気
は
足
り
て
る
!

…
」
と
コ
ー
ル
。

安
倍
自
公
政
権
の
誕
生
で
再
稼
働
の
促
進
・

新
規
原
発
推
進
、
憲
法
改
悪
と
国
防
軍
構
想
な

ど
、
き
な
臭
い
動
き
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

そ
れ
を
許
さ
ず
、
参
議
院
選
挙
で
原
発
ゼ
ロ

勢
力
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
。

西
陣
呼
称
5
4
5
年
を

節
目
に
し
て 

（
1
月
）

西
陣
織
工
業
組
合
の
新
年
総
会
に
招
か
れ
て

出
席
。
前
年
秋
の
表
彰
式
に
北
区
の
議
員
が
招

か
れ
て
以
来
、
今
回
も
招
待
が
あ
り
玉
本
議
員

と
出
席
。

二
部
の
懇
親
会
で
は
、
清
酒
で
乾
杯
し
、
和

や
か
に
懇
談
。
紫
野
学
童
で
一
緒
だ
っ
た
方
と

再
会
、
聞
け
ば
伝
統
工
芸
士
に
登
録
さ
れ
た
と

の
こ
と
。
お
祝
い
し
な
が
ら
再
会
を
喜
び
合
い

ま
し
た
。

西
陣
の
呼
称

5
4
5
年
の
歴
史

に
確
信
を
持
ち
つ

つ
、
未
来
に
向
か

う
確
か
な
鼓
動
を

感
じ
ま
し
た
。

2013
ISA

K
A

H
IR

O
FU

M
I

2
0
1
3
年
の
活
動
と
実
績

　

２
０
１
３
年
は
、
倉
林
明
子
さ
ん
が
15
年
ぶ
り
に
参
議
院
京
都
選
挙
区
の
議
席
を
回
復
し
、
全
国
的

に
も
日
本
共
産
党
が
大
き
く
躍
進
。
9
月
の
台
風
18
号
は
京
都
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
復
旧

支
援
に
全
力
を
あ
げ
ま
し
た
。

19
回
目
の
代
表
質
問

有意義な意見交換が
できました
（4月15日）

その後、第３次申し
入れ（10月２日）を
おこないました

西陣織のネクタイで出席しました（1月7日）

毎週金曜日のキンカン行動、今
も参加できる日は必ず参加して
います！（1月4日）
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日々の活動を、ほぼ毎日ホームページの「活動日記」で発信しています。

議会改革に燃える議員としての面と同時に、家庭人としての活動も掲載してい

ます。中でも、とくにお気に入りのトピックスをご紹介します。

　桂高校ラグビー部がついに2013年度の全国大会（花
園）に出場。
　春の総体で伏見工業を破り、全国大会予選では成章高
校を破り、京都の二強を制して花園行きのキップを手に
入れました。
　12月には壮行会が開かれ、私も、OBである息子と同
級生、保護者OBのみなさんと激励にかけつけました。

６月19日の父の日から４日後、父の日と娘の試験打
ち上げで「ご飯を食べに行こう」と子どもから誘われて
回転寿司へ。
帰宅後、子どもたちが「ファーザーズ・デイおめでと

う」と時計を贈ってくれました。前の時計が壊れていた
のを知ってのプレゼント。うれしい限りです。
添状には「いつもありがとう。これからも仕事と家事

がんばってね」とあった。ありがとう。

ゴールデンウイーク（2012年）、広島・世羅の実家へ。
わが家の家族と父親と私の姉弟で世羅名物のチューリッ
プ園に。夜は温泉宿で食事、そして、今後の父親の生活
や実家の田圃の扱いなど話しあいました。
父は今は老人福祉施設に入所し、私が2ヶ月に1回程
度帰省し、外泊許可をもらって親子水入らずで食事をし
ています。
集落の家のほとんどが高齢化して跡継ぎがいないと。

このままでは冗談抜きに「限界集落」になってしまう…。
政府の農政の転換が求められています。

市会の議長が新しく選出されるたびに「議会運営と市
会改革」の申し入れをおこなうことが恒例となっています。
2011年から、常設の市会改革推進委員会が設置され、
市民のためのさらなる改革のあり方や、新しく結成され
た会派の位置づけをどうするかなどが課題となっていま
す。日本共産党は、市会第２党の役割を発揮して改革を
前にすすめるために、がんばります。

議会基本条例説明会で司会をつとめました。超党派で
３会場に分かれて実施です。寺田委員長（自民党）の説
明のあと、参加した市民からの質問に、出席した市会改
革推進委員がそれぞれ答えました。
京都市会として初めての試みであり、いろいろな課題

も浮き彫りになりましたが、参加した元市会事務局職員
は「議会もずいぶん変わりましたね」と感慨深げに語っ
ていました。

桂高校ラグビー部の応援団として

議運理事として議会の民主的運営に奮闘

父の日プレゼント

トピックス
Isaka's Topics

◦ラグビー一筋・杉本監督も大喜び

◦�議長に申し入れ（2011年6月）

◦�参加した市民からは、市政そのものへの
質問や、議会改革への期待の声などが
だされました。

◦70万本のチューリップに感動

市民に見える議会へ改革を

田舎で暮らす父親に親孝行
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　14人の日本共産党京都市会議員団は、市民の
みなさんと力をあわせ、市民いじめの悪い政治
とキッパリ対決して、市議会でねばり強い論戦
をおこなうとともに、つねに建設的な対案を示
し、みなさんの切実な要求や願いを次々に実現
させてきました。

14人 日本共産党京都市会議員団の

市民とともに 市政を動かす

安
倍
内
閣
の
暴
走
に

ス
ト
ッ
プ
を

国
民
の
「
知
る
権
利
」
を
奪
う
秘
密
保
護
法

の
強
行
成
立
、
消
費
税
増
税
、
社
会
保
障
解
体
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
強
行
、
原
発
推
進
な
ど
、
安
倍
自
公
政
権

は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
暴
走
を
続
け
て
い
ま
す
。

共
産
党
議
員
団
は
、
安
倍
政
権
の
暴
走
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
る
国
民
的
運
動
の
先
頭
に
立
つ
と

と
も
に
、
門
川
市
長
に
対
し
「
市
民
の
く
ら
し
を

守
る
立
場
か
ら
国
に
対
し
物
を
言
う
べ
き
」
と

迫
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
長
は
国
い
い
な

り
で
、
消
費
税
増
税
や
社
会
保
障
解
体
も
推
進

の
立
場
で
す
。
市
長
与
党
も
昨
年
11
月
市
会
に

56
団
体
か
ら
出
さ
れ
た
「
増
税
中
止
」
の
請
願
を

不
採
択
に
し
ま
し
た
。

ム
ダ
な
大
型
公
共
事
業
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る

　
　焼却
灰
溶
融
施
設
─
契
約
解
除

共
産
党
議
員
団
は
、
試
運
転
開
始
後
も
ト
ラ

ブ
ル
が
続
い
た
焼
却
灰
溶
融
施
設
に
つ
い
て
、「
技

術
的
に
未
完
成
の
施
設
で
あ
り
、
ム
ダ
づ
か
い
の

典
型
だ
」
と
批
判
。
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

「
稼
働
中
止
」
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
8

月
に
住
友
重
工
と
の
「
工
事
契
約
解
除
」
に
追
い

込
み
ま
し
た
。

高
速
道
路
未
着
工
３
路
線

共
産
党
議
員
団
は
、
ム
ダ
と
環
境
破
壊
の
市

内
高
速
道
路
建
設
に
当
初
か
ら
反
対
し
て
き
ま

し
た
。
残
る
未
着
工
３
路
線
（
堀
川
線
・
西
大
路

線
・
久
世
橋
線
）
の
総
事
業
費
は
2
9
0
0
億

円
で
、「
計
画
の
中

止
」
を
繰
り
返
し
求

め
て
き
ま
し
た
が
、

2
0
1
2
年
3
月
の

市
議
会
で
、
市
長

は
事
実
上
、「
廃
止
」

を
表
明
し
ま
し
た
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
、

職
員
削
減
の「
京み

や
こ

プ
ラ
ン
」は
撤
回
を

４
年
間
で
2
5
0
億
円
の
福
祉
・
教
育
予
算

を
含
む
経
常
経
費
を
削
る
「
京
（
み
や
こ
）
プ
ラ

ン
」
実
施
計
画
は
、
国
の
構
造
改
革
路
線
を
そ
の

ま
ま
京
都
に
持
ち
込
む
も
の
で
、
く
ら
し
を
守
る

た
め
に
は
、「
京
（
み
や
こ
）
プ
ラ
ン
」
の
撤
回

が
必
要
で
す
。

市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃
、

水
道
料
金
の
値
上
げ
中
止
を

消
費
税
増
税
に
あ
わ
せ
た
市
バ
ス
・
地
下
鉄
運

賃
の
値
上
げ
、
上
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
反
対
し

て
議
会
で
論
戦
を
お
こ
な
っ
た

の
は
日
本
共
産
党
だ
け
で
し
た
。

他
会
派
・
無
所
属
の
議
員
は
、

昨
年
10
月
か
ら
の
水
道
料
金
値

上
げ
も
含
め
、
す
べ
て
の
値
上

げ
提
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

「
市
民
の
宝
物
」

敬
老
乗
車
証
を
守
れ

敬
老
乗
車
証
に
つ
い
て
、
京
都
市
は
、
乗
る
た

び
に
一
定
の
お
金
を
払
う
「
応
益
負
担
」
の
制
度

に
変
え
よ
う
と
し
て
お
り
、「
敬
老
乗
車
証
を
守
れ
」

の
市
民
の
た
た
か
い
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
に
開
催
さ
れ

た
「
敬
老
乗
車
証
を
守
ろ

う
！
　
市
民
集
会
」
に
は

1
7
0
人
が
参
加
。
今
年
２

月
ま
で
に
、
市
長
に
対
し
て

８
３
８
８
筆
の
要
望
署
名
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
18
号
被
害
へ
の

緊
急
対
策
と
復
旧
支
援
に
全
力

市
内
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
昨
年
の

台
風
18
号
。
共
産
党
議
員
団
と
し
て
、
2
0
0
カ

所
を
こ
す
被
害
現
場
を
調

査
し
、
緊
急
の
対
策
と
復

旧
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、

京
都
市
に
3
次
の
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
す
べ
て
の
被

災
者
の
復
旧
支
援
と
一
日

も
早
い
補
償
の
実
現
、
台
風
18
号
被
害
の
教
訓
を

生
か
し
た
抜
本
的
な
浸
水
被
害
対
策
な
ど
、
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

秘密保護法は廃止すべき

4月からの消費税増税中止を

未着工3路線

台風18号の被害対策について
京都市に申し入れ

新十条通

久世橋線
名神高速道路

油
小
路
線

西
大
路
線

堀
川
線

み
な
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
、

切
実
な
要
求
を
次
々
に
実
現

市
営
住
宅
の
風
呂
が
ま
は

京
都
市
の
責
任
で
取
り
替
え
に

請
願
の
紹
介
議
員
に
な
っ
た
の
は
共
産
党
だ

け
。
毎
年
、
市
に
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

市
バ
ス
均
一
運
賃
区
間
が

嵯
峨
・
嵐
山
地
域
に
拡
大

10
年
来
の
地
域
住
民
の
ね
ば
り
強
い
運
動
と

市
議
会
で
の
論
戦
が
実
っ
た
も
の
で
す
。

西
賀
茂
北
部
の
柊
野
に

市
バ
ス
路
線
が
走
る
こ
と
に

西
賀
茂
車
庫
ま
で
の
市
バ
ス
路
線
延
長
を
求

め
て
き
た
住
民
の
悲
願
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

Ｊ
Ｒ
太
秦
駅
、阪
急
西
院
駅
等
で

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
前
進

2
0
1
4
年
度
は
Ｊ
Ｒ
桃
山
駅
、
阪
急
嵐
山
・

松
尾
大
社・上
桂
駅
で
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
ま
す
。
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